
平成 29 年 6 月 20 日

1 川西市域における流域一体となった総合的な汚水・浸水対策の推進（防災・安全）

平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 川西市

下水道老朽化対策及び浸水対策による水害に強いまちづくりにより、市民の快適で安心安全な生活の確保を図る。

・浸水対策整備面積の増加
・老朽化している市内雨水ポンプ場2箇所のうち１箇所は改築を実施しており、残る１箇所についても計画期間内に改築の達成を図る。
・老朽化している市内雨水ポンプ場2箇所について、計画期間内に長寿命化計画の策定を図る。
・一般市民への雨水流出抑制に対する理解と協力を求め、降雨時における一時的な流出量の軽減を図る（9㎥）。
・老朽化している市内汚水管渠について、長寿命化計画を策定し改築・更新を図る。

（H22当初） （H25末） （H27末）
① 浸水対策整備面積を最終目標年度には、平成22年度末より22.9ha増加させる。

② 老朽化している雨水ポンプ場の改築実施率(％)
＝改築済み施設数／改築が必要な施設数(2箇所)

③ 老朽化している雨水ポンプ場の長寿命化計画策定率(％)
＝計画策定済み施設数／計画策定が必要な施設数(2箇所)

④ 年間３㎥の流出量の軽減を図る。
＝30件／年×0.1㎥×３年＝９㎥

⑤ 老朽化している汚水管渠を1800ｍ改築・更新する。

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

平成29年6月

 　川西市上下水道局の下水道事業担当部署により、事業実施状況・指標の達成状況の確認および評価を実施。

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　下水道事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業及び 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 施設種別 （延長・面積等） H23 H24 H25 H26 H27

2-A 下水道 一般 川西市 直接 － 雨水 新設 整備面積＝22.9ha 川西市 535

3-A 下水道 一般 川西市 直接 － 雨水 改築 雨水ポンプ場 川西市 100

4-A 下水道 一般 川西市 直接 － 雨水 改築 調査・計画策定・工事 川西市 820

5-A 下水道 一般 川西市 間接 個人 雨水 新設 川西市 3

6-A 下水道 一般 川西市 間接 － 汚水 改築 調査・計画策定・工事 川西市 164

小計（下水道事業） 1,622

合計 1,622

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計

番号 備考

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

37百万円
効果促進事業費の割合

2.2%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事後評価の実施体制

浸水対策下水道事業（管渠）

浸水対策下水道事業（ポンプ場）

Ｂ Ｃ

長寿命化計画策定事業（ポンプ場）

家庭用雨水貯留施設設置助成事業

下水道管渠長寿命化対策事業（管渠）

　　計画の成果目標（定量的指標）

交付対象事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

－ － 1800ｍ

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1,659百万円 Ａ 1,622百万円

社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

番号 事業者
省略

要素となる事業名
全体事業費
（百万円）工種

1512.7ha 1528.4ha 1535.6ha

50% 100% 100%

0% 100% 100%

事後評価の実施時期

公表の方法

一体的に実施することにより期待される効果

－ 3㎥ 9㎥

事業内容

30件／年×0.1㎥

市町村名
事業実施期間（年度）



Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

2-C 下水道 一般 川西市 直接 － 雨水 新設 枝線整備事業 整備面積＝0.7ha 川西市 22

6-C 下水道 一般 川西市 直接 － 汚水 改築 調査・計画策定・工事 川西市 15

合計 37

番号

2-C 基幹事業である幹線と接続した枝線整備を一体的に行うことにより、迅速に浸水対策を実施し市民の快適で安心安全な生活を実現する。

6-C 基幹事業である幹線と接続した枝線整備を一体的に行うことにより、管の破損による道路陥没や流下阻害を防ぎ市民の快適で安心安全な生活を確保する。

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・雨水管渠を整備することにより定量指標で掲げている面積整備率が向上し、浸水被害の低減が期待できる。
Ⅰ定量的指標に関連する ・雨水ポンプ場の改築（電気設備）を進めたことにより、機器のメンテナンス効率が向上し、ポンプ施設を安定的に機能させることが出来る。
　　　交付対象事業の効果の発現状況 ・雨水ポンプ場の長寿命化を含めた計画的な改築計画を策定することにより、効率的かつ経済的に機能を維持していくことが可能となる。

・一般市民への雨水流出抑制に対する理解が深まり、降雨時における一時的な流出量の軽減を図ることが出来る。
・布設後50年を経過する下水道管渠の不具合に起因した事故を未然に防止し、ライフサイクルコストの最小化を図ることが出来る。

最終目標値 1535.6 ha
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値 市単独事業においても、ほかの整備すべき路線の整備を進めたため。

に差が出た要因
最終実績値 1539.8 ha

最終目標値 100%
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 100%

最終目標値 100%
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 100%

最終目標値 9 ㎥
目標値と実績値 予定を超える申し込件数があったため。
に差が出た要因

最終実績値 22 ㎥

最終目標値 1800 ｍ
目標値と実績値 長寿命化計画策定にあたり、年次割対策延長との乖離があったため。
に差が出た要因

最終実績値 1058 ｍ

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・ 平成23年度から平成27年度までの５年間で、社会資本整備総合計画による下水道事業を行い、定量的指標はある程度達成することは出来た。今後も雨水整備を促進し、雨水整備面積を増加させると同時に、維持管理
においてはライフサイクルコストの最小化を図るという観点から、策定済みの長寿命化計画ならびに今後策定予定である下水道ストックマネジメントに基づき施設の持続的な管理・運営を図っていく。

指標⑤（老朽管
路の長寿命化対
策延長）

指標①（浸水対
策整備面積）

指標②（雨水ポ
ンプ場の改築実
施率）

市町村名
港湾・地区名

全体事業費
（百万円）番号 事業者

省略
要素となる事業名 事業内容

工種

指標③（雨水ポ
ンプ場の長寿命
化計画策定率）

指標④（家庭用
雨水貯留施設設
置による流出量
の低減数）

一体的に実施することにより期待される効果

枝線長寿命化対策事業



〔参考図面〕 　（雨水）
1計画の名称 川西市域における流域一体となった総合的な汚水・浸水対策の推進（防災・安全）

計画の期間 平成２３年度　～　平成２７年度　（５年間）
交付対象 川西市

2-A 浸水対策事業(管渠)
3-A 浸水対策事業(ﾎﾟﾝﾌﾟ場)
4-A 長寿命化計画策定事業(ﾎﾟﾝﾌﾟ場)
5-A 家庭用雨水貯留施設設置助成事業
(事業計画区域の全域が対象)
2-C 枝線整備事業(管渠)

3-A、4-A前川雨水ポンプ場

3-A、4-A加茂雨水ポンプ場

2-A浸水対策下水道事業（管渠）
2-C 枝線整備事業(管渠)
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〔参考図面〕（汚水）

交付対象 川西市

計画の名称 1
川西市域における流域一体となった総合的な汚水・浸
水対策の推進（防災・安全）

計画の期間 平成２３年度　～　平成２７年度　（５年間）

6-A下水道管渠長寿命化対策事業(管渠)
6-C 枝線長寿命化対策事業(管渠)
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